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渡遺 信 1・新山優子 2.渡j差異之博士を偲んで

2009年5月 10EIの夜，無性にタンクローさんに会いたくなっ

た。

家内を通じて，奥様に連絡し見舞いにいくことをつげたと ころ，

とても見舞いをうけられる状態ではなくなっていることをすJいろさ

れ，私としては，なぜ今まで見舞いにいかなかったのだろうと激

しい後悔の念にさいなまれながらも ただひたすらタンクローさ

んが回復し，もう一度「信(しん)くん」と言ってもらうことだ

けを祈るしかなかった。

タンクローさんがなくなったのはその翌日夜で‘あった。

渡溢員之さんとの出会いは，私が北大大学院に入学をひかえ

た 1972年の i月であった。員之さんが漫画主人公のタンク ・タ

ンクローのように馬力があることで，タンクローさんとH子ばれて

いたこ とから，自然に私もそのように呼んで心から慕い，また同

じ藍藻類を研究テーマに選んだことから，研究面でも多くの指導

をうけた。タンクローさんが国立科学博物館に就職がきまったの

は，その年の 6月ころだったので，短い時間で、はあったが， 札幌

市からの依頼で朝早くから桜の調査を一緒におこなったり，タン

クローさんの自宅でカレーライスをこ守馳走になったりして，公私

ともにお世話になった時で、あった。私が2年後に考えるところが

あって，東大応用微生物研究所にいた故市村さんのところで研

究を行なうこととなったときも面倒をみていただき，私にとって

は兄のように慕い，信頼するかけがえのない先輩でありかつ思師

で、あった。

1978年 10月につくばにある国立環境研究所(当時国立公害

研究所)に勤務するこ ととなり，住居となった公務員宿舎はく し

くもタンクローさんと同じ団地で スープのさめない距離にあっ

た。それからは家族ぐるみのつきあいであった。機会があれば，

つくば近傍の名所地，千葉の御宿への海水浴，八ヶ岳山麓で、の

キャンプなど，当時子供がいなかった私たち夫婦は，タンクロー

さんの長女の伊吹ちゃんや原太君を実の子供のように思い，遊

び，一緒に楽しんだ。タンクローさんはそれを見ていつもニコニ

コ笑っていた。

タンクローさんに関して無口な方と言われる方が多い。しかし，

私の前では餓舌であった。無駄口はたたかないが，藍藻類の分

類，研究管理，人生についてしっかりとした自分の考えをもって

おり，特に国立博物館の植物研究部一長になってからは私のところ

によく相談しにきた。1::1本における科学技術の全体の!j1.l¥1I俗におけ

る基礎研究の位置づけ，そして基礎研究における分類学や博物

館の位置づけをどうすべきなのかなど， 真剣に悩み，考えていた。

独立行政法人化後の研究所の管理は非常に複雑化し，かっ競争

原理が導入されてきての状況での部長職は激務である。腎臓透

析をうけての部長任務は，部長以上の幹部会議が東京で頻繁に

開催されることもあって，ほんとうにつらいものであったと思わ

れる。しかし，周りにそれを微塵にもきづかせることなく，しっ

かりと部長1[，訟をこなされたことには，頭がさがる思いである。

タンクローさんが亡くなる直前に無性にあいたくなったのは生

前における最後のおわかれのメッセージだ、ったのかもしれない。

ただし，言いたりないところもあったのだ、ろう。亡くなってから

しばらくして，私の夢枕にあらわれ，かつて家族ともども一緒に

生活した団地の広場で、奥様と 10m程度はなれた位置という情景

で r信 (しん)君，よろしくお願いする」と頼まれた。密葬で、あっ

たこともあり，残された家族がなんともやるせない状況のままに，

悲しさと寂しさで悶々としていた時期であった。いそいで「渡泡

員之さんを偲ぶ会」を企画し， 2009年 10月25日のすっきり11青

れた日曜日， 多くの方の出席をえて開催することができた。すば

らしい会で、あった。生前のタンクローさんの人柄がそのままに会

にあらわれ， 長男の原太君による元気なタンクローさんの姿をま

とめたスライド上映による説明では多くの方からの追加説明があ

り，さらに韓国からの 2名を含む出席者全員によるスピーチはタ

ンクローさんを心から偲び， 哀悼するものであった。会の最後に
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おける家族を代表する長女，伊吹さんの挨拶は多くの出席者の

涙をさそった。会が終了してからも多くの参加者がなかなか立ち

去ろうとしない，それほど感動的な会であった。

タンクローさんの家の中でいっぱいの花に固まれた霊前で，

長女の伊吹きんがいっていた。「父のようなすばらしい男性には

二度と会うことはない」。私も同じ思いである。

(以上渡謹信)

2α)9年5月11日に，国立科学博物館前植物研究部長，渡遁

員之博士がご逝去されました。享年68歳でした。渡遁博士は

2005年3月に国立科学博物館を退職された後も名誉研究員とし

て藻類研究を続けられ， 2∞7年6月にはアオコ研究の集大成と

も言うべき「日本アオコ大図鑑」を上梓されました。退職後もほ

ぼ毎日，お弁当を持って研究室に通っておいででしたから，筆

者は植物研究部に伺えばいつでも博士にお会いできると思って

いました。 2∞9年8月に東京で開催された国際藻類学会で，圏

内外の研究者と渡遁員之博士のお話しをするうち，本当にもうい

らっしゃらない，ということを実感しました。

員之博士は 1989年7月から人工透析を受け続けていました。

その年の4月から 6月にはチェコのKomarek博士が員之氏の

研究室に滞在されていて，筆者も藍藻分類の勉強のため研究室

に通いましたが，透析開始前の数ヶ月は体調が優れず，お辛そ

うだったことが思い出されます。民之博士というと北大山岳部

のOBで，屈強な山男というイメージもあり， 20年以上も人工

透析を続けていらしたことをご存じなかった方が多いようです。

週3回の透析という大きな制約がある中で職務と研究を続けて

いらっしゃいました。しかし，積年の透析による心臓への負担は

相当なものだったようです。 2∞8年頃からIL'筋梗塞の発作に苦

しむようになり，心臓カテーテル治療では限界があるとのことで

バイパス手術に踏み切られたのですが， 10時聞を越す手術の後，

4日間意識のない状態が続き，そのまま眠るようにお亡くなりに

なったと奥様から伺いました。

員之博士は，北海道大学修士課程での研究テーマが「阿寒

湖の藻類相の研究」だったため，阿寒湖の藻類については終

生，気にかけておいででした。「阿寒湖」をテーマにした論文

を多数書かれています。筆者の在学中もそうでしたが，北大分

類学教室では修士課程で，海藻であれ淡水藻であれ，フロラ研

究をすることになっていました。「阿寒湖」をキーワードとして

多種多様な藻類を採集観察したこと拭博士の研究の基礎だっ

たと言えるでしょう。ところで，員之氏が2∞3年に発表され

たAna伽enaa加nkοe附 isは， 1967年にただ 1度だけ採集し

Anabaena circinalisとして発表した後もずっと気にかけていら

したものでした。 2∞2年になって国立科学博物館植物研究部の

辻彰洋博士の採集サンプルから 30年ぶりに再発見され，新種

記載に至りました。筆者はこれを分離培養し，現在，その株は

国立環境研究所側IES)のコレクシヨンに入っています。この

NIESコレクシヨンには員之博士が採集，同定された株が多数

入っています。

員之氏が博士課程に入って分離培養を始めたアナベナ属の株

は培養室の故障で全誠してしまった，と聞きました。落胆は大き

かったそうですが，阿寒湖からしばし離れ，院生仲間違とヒマラ

ヤの藻類調査のためネパールへと出かけたそうです。このヒマラ

ヤの藻類調査は，生涯に渡る研究の柱の 1つとなっていました。

1994年には「ヒマラヤの隠花植物の調査研究Jで第30回秩父

宮記念学術賞を受賞されました。

員之氏のもう 1つの研究の柱は浮遊性藍藻類の分類，特にア

オコの研究でした。故渡辺真利代博士をはじめ，生理学や陸水

学など様々な研究分野の研究者らとの共同研究に数多く参加さ

れました。どの共同研究においても，藍謀類の分類を担当される

渡漣員之博士の働きが大いに貢献していたと，自負されていたと

思います。共同研究に至らないまでも，員之博士に同定依頼を

される方は大勢いらっしゃいました。また員之氏の職場は大学と

違い直接学生を育てる場ではありませんでしたが，友人先輩後

輩の多くが員之氏を頼り，ご自身の学生や留学生を短期留学さ

せる方も少なくありませんでした。筆者が修士課程に入学して淡

水藻類の分類研究を始めた頃，周囲の教授陣や院生は海藻研究

に従事していましたので，淡水藻を研究している諸先輩に手紙

を書き，あるいは直接お会いして教えを請いました。渡遁員之博

士とはその時からのお付き合いで，筆者が桜村，今のつくば市に

移ってからは特に多くのご教示ご指導をいただきました。

員之博士は九帳面で，とても器用な方でした。手作りの台車

は科博の培養室でいまだ現役です。微細藻のスケッチのみなら

ず，高等植物のスケッチ画も教科書にしたいほどの精密な筆運

びです。 2∞8年にはクンショウモ・デザイン展を各地で開催な

さいました。植物栽培もお好きでした。熱心に育てていたオダマ

キが僅かながら植物圏内に残っているようです。研究室にある鉢

植えのシクラメンは，もう 10年以上も毎年花を咲かせています。

また，ネパール仕込みのカレーの味は格別でした。かつては特

注の揺鉢で香辛料を準備して，職場の大勢の皆さんにカレーを

振舞われたと聞きました。退職後，半分本気でカレー専門庖の

開屈構想を話されたことがあります。チャイも絶妙な味わいでし

た。思い出は尽きません。心よりご冥福をお祈りいたします。

(以上新山優子)

渡遺員之原著論文

以下のリストは故渡遁真之博士がご自身で作成されたもので

す。「アオコをつくる藍藻」ホームページで公開されており，一

部はダウンロードできます。
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